
１ 　 第 7 8 2 9 号 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ３ 月 １ ４ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ガ  イ ド  す  る  様  子
週 土 曜 日 に 開 催 す る 「 新人 養 成 講 座 」 の 受 講 者 を募 集 し て い る 。　

同 会 は 、 国 宝 ・ 瑠 璃 光
寺 五 重 塔 （ 山 口 市 香 山 町７ ） が あ る 香 山 公 園 内 を拠 点 に 、 観 光 客 向 け の 無料 案 内 を 行 っ て い る 。 現会 員 数 は

6 8人 。 ２ ０ ２ ５

年 ４ 月 か ら

2 6年

1月 ま で

の 利 用 者 数 は 、 一 帯 を 案内 す る 「 定 点 ガ イ ド 」
（ 予 約 無 し で 受 け 付 け ）

が ５ ６ ７ ８ 人 （ 前 年 同 期か ら １ ８ ６ ３ 人 増 ） で 、市 内 一 円 に 出 向 く 「 予 約ガ イ ド 」 が ６ ０ ２ ３ 人
（ 同 １ ０ ２ ６ 人 増 ） だ っ

た 。　
養 成 講 座 は 座 学 が 中 心

で 、 受 講 は 無 料 。 時 間 は午 前 ９ 時 半 か ら

1 1時 半 ま

で で 、 会 場 は 山 口 ふ る さと 伝 承 総 合 セ ン タ ー （ 山口 市 下 竪 小 路 ）  。 内 容 は次 の 通 り 。　
４ 月 ４ 日 ＝ 開 講 式 、 会

の 概 要 ▽

1 1日 ＝ 大 内 氏 に

　
山 口 市 観 光 ボ ラ ン テ ィ

ア ガ イ ド の 会 （ 森 文 子 会長 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２ ０ ０ ０ ） は 、 ４ 月 の 毎　 「 山 口 高 校 ・ 山 口 中 央高 校

　
演 劇 部 春 公 演 」

が 、

2 0日 （ 金 ・ 祝 ） に 山

口 市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央２ ） で 開 催 さ れ る 。 中 央高 が 午 後 ３ 時 半 か ら と ６時 半 か ら の ２ 回 、 山 口 高は ５ 時 か ら の １ 回 上 演 する 。 入 場 無 料 。　
中 央 高 （

☎
０ ８ ３

－

９

２ ２

－

０ ０ ３ ２ ） の 上 演

作 品 は 「 そ れ な り 幸 福論 」  。 同 校 ３ 年 生 の 桝 井

春 香 さ ん に よ る オ リ ジ ナル 脚 本 だ 。 昨 年

1 0月 の

「 第

4 4回 山 口 県 高 等 学 校

演 劇 大 会 」 で 最 優 秀 賞 と創 作 脚 本 賞 に 輝 き 、

1 2月

に 岡 山 市 で あ っ た 「 第

6 3

回 中 国 地 区 高 等 学 校 演 劇発 表 会 」 で は 優 良 賞 を 受賞 し た 。　
山 口 高 （

☎
０ ８ ３

－

９

２ ２

－

８ ５ １ １ ） が 上 演

す る の は 「 キ ャ ベ ツ は どう し た ？ 」  。  （ 有 ）  山 ヤ 百

貨 店 」 に よ る 作 品 で 、 第
4 9回 全 国 高 等 学 校 総 合 文

化 祭 （ か が わ 総 文 祭

2 5）

で 神 戸 常 盤 女 子 高 演 劇 部が 上 演 し 、 優 秀 賞 （ 文 化庁 長 官 賞 ） を 受 賞 し た 。　
中 央 高 演 劇 部 の 淺 川 美

代 子 顧 問 は 「 ３ 年 生 は 大

学 受 験 の た め 引 退 し 、 １日 に 卒 業 し た が 、 受 験 を終 え て カ ム バ ッ ク 。 最 後の 舞 台 に 臨 む 。 ３ 年 間 演劇 を 通 じ て 得 た す べ て の力 を 発 揮 で き る よ う 稽 古に 励 ん で お り 、 ぜ ひ 観 劇を 」 と 呼 び 掛 け て い る 。

つ い て ▽

1 8日 ＝ 毛 利 氏 に

つ い て ▽

2 5日 ＝ 香 山 公 園

内 で の 現 地 研 修 、 閉 講 式　
受 講 後 は 、 最 初 は ベ テ

ラ ン メ ン バ ー と ペ ア を 組ん で ガ イ ド に あ た り 、 経験 を 重 ね て い く 。 １ 回 のガ イ ド は お よ そ

3 0分 か ら

１ 時 間 半 で 、 一 度 に ８ 人程 度 を 案 内 す る 。　
さ ら に 、 山 口 市 内 や 県

内 の 史 跡 を 訪 ね る 研 修 会

も 随 時 実 施 。

2 5年 度 は 、

宇 部 市 の 琴 崎 八 幡 宮 ・ 宗麟 寺 ・ 浄 名 寺 、 山 口 市 仁保 の 源 久 寺 ・ 玄 答 院 な どを 訪 れ た 。 ま た 、 小 学 校
（ 大 内 小 ４ 年 ） の 郷 土 史

の 授 業 で 教 え る 場 面 も あっ た 。　
受 講 希 望 者 は 、 住 所 ・

氏 名 ・ 連 絡 先 を 明 記 し 、は が き か フ ァ ク ス で 同 会
（ 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ８ １

　

山 口 市 香 山 町 ６

－

１ １ 、

香 山 公 園 前 観 光 案 内 所 気付 、

０ ８ ３

－
９ ２ ８

－

２ ０ ５ １ ） へ 申 し 込 む 。締 め 切 り （ 必 着 ） は

2 7日

（ 金 ）  。　 「 地 元 を 知 り た い 、 仕事 と 家 庭 以 外 の 人 間 関 係構 築 、 定 年 後 の 居 場 所 づく り な ど 、 動 機 は さ ま ざま 。 現 役 社 会 人 も お り 、仕 事 を 続 け な が ら の 参 加や 、 歴 史 の 知 識 が な く ても 大 丈 夫 。 老 若 男 女 を 問わ ず 、 広 く 参 加 し て ほ しい 」 と 森 会 長 。

3 面 掲 載
・

 ７ 市 町

 桜 だ よ り

・

 イ ベ  ン ト 情 報

新 人 講 座 の 参 加 者 募 集
山 口 市 観 光 ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド の 会２ 年 連 続 で 合 同 発 表 会

山 口 高 と 中 央 高 演 劇 部 が  「 春 公 演 」
２ ０ 日



2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ３ 月 １ ４ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

色

輝 ）  」 を 置 い て 、 時 々 開 い て 見 て いる 。 カ ラ ー の 色 見 本 が あ る の で 見 惚 れる 。　
人 生 は 色 に 例 え ら れ る 。 よ く 言 わ れ

る の が 次 の よ う な こ と 。 青 年 期 （

1 5歳

か ら

2 4歳 ）  、 春 で 青 。 壮 年 期 （

2 5歳 か

ら

4 4歳 ）  、 夏 で 赤 。 中 年 期 （

4 5歳 か ら

6 4歳 ）  、 秋 で 白 。 老 年 期 （

6 5歳 以 上 ）  、

冬 で 黒 。 青 春 は 短 い 。 壮 年 、 中 年 は

1 9

年 も あ る 。 こ の 配 分 で い く と 、 老 年 は
6 6歳 以 上

8 5歳 ま で と な る 。 こ れ 以 上 長

生 き さ れ て い る 高 齢 者 は 沢 山 い ら っ しゃ る 。 す る と 、 新 し い

8 5歳 以 上 の 区 分

　
私 は 色 が 好 き 。 特 に 日 本

の 古 い 色 が 好 き 。 手 元 に「 日 本 の 伝 統 色 （ 長 崎 盛

が い る 。 名 称 は 、 超 老 年 期 （

8 6歳

〜 ） な ん て い か が 。 色 を 考 え た 。 前述 の 本 を じ っ く り 見 た 。  〝 曙 色 （ 黄味 の 薄 い 赤 ）  〞 な ん か ど う だ ろ うか 。 枝 元 さ ん に 訊 い た ら 「 ま だ ら色 」 と 言 っ た 。 マ ー ブ ル チ ョ コ を 思っ た 。 Ａ Ｉ に 問 う た ら 「 色 を 考 え るの は 楽 し い で す ね 。 紫 は い か が で すか 」 と 返 し て 来 た 。 超 老 人 は 尊 ば れる 存 在 だ と 学 習 し 、 過 去 に 高 貴 な 色と 言 わ れ た 紫 を 提 案 し て き た の だ ろう 。 な か な か や る な ぁ 。　
ま だ 名 も 色 も な い 超 老 年 期 を 、 戦

争 も 貧 困 も 飢 餓 も あ る 世 界 、 花 が 咲き 、 米 も 実 り 青 い 空 も 広 が る 世 界 をご 一 緒 に 蝶 の よ う に ひ ら り ひ ら り と蜜 を 吸 い な が ら 旅 し ま し ょ う か 。 誰か の 役 に 立 て る と い い で す ね 。

 １ 行 記 事　 山 口 日 英 協 会 が ２ 月 ７ 日 に 開 催 し た 中 学 生 対 象 の 英 語 コ ン テ ス ト で 、 太 田 ア ヤ メ さ ん （ 萩 光 塩 学 院 中 ２ 年 ） と 寺 田 悠 人 さ ん （ 慶 進 中 ３ 年 ） が 最 優 秀 賞 に 輝 い た 。

　
「 ア マ

イ ア ト ーク 〜 ア マイ ア が 紡ぐ 山 口 とパ ン プ ロー ナ 市 の絆 。歌
『 山 口 』

か ら 広 がる 交 流 を未 来 へ 」と 題 さ れた 催 しが 、

2 9日

曲 「 Ｙ ａ ｍ ａ ｇ ｕ ｃ ｈｉ 」 を ２ ０ ２ ２ 年 １ 月 に発 表 。 そ の 縁 で 、 翌 年 の
2 3年

1 2月 に 初 来 日 。 国 内

初 の コ ン サ ー ト が 、 山 口市 で 開 か れ た 。　
こ の 催 し は 、 ア マ イ ア

の 活 躍 を 通 じ て 、 山 口 市と パ ン プ ロ ー ナ 市 と の
〝 絆 〞 を 再 発 見 し よ う と

開 か れ る 。 主 催 は 山 口 市と 「 山 口 ク リ ス マ ス 市 プロ ジ ェ ク ト 」  。　
パ ン プ ロ ー ナ 市 の 概

要 、 両 市 の 姉 妹 都 市 縁 組の 原 点 や 歩 み 、 現 在 の 交流 内 容 な ど が 、 関 係 者 から 説 明 さ れ る 。 そ し て 、ア マ イ ア の 現 在 の 活 躍 ぶり や 、 県 立 大 コ ー ラ ス サー ク ル Ｓ Ｏ Ｇ が 大 阪 ・ 関西 万 博 の ス ペ イ ン 館 で
「 Ｙ ａ ｍ ａ ｇ ｕ ｃ ｈ ｉ 」

を 披 露 し た こ と な ど 、 彼女 を 軸 に し た 交 流 に つ いて の 紹 介 が あ る 。　
入 場 は 無 料 だ が 、

2 7日

（ 金 ）  ま で の 申 し 込 み が 必要 。 希 望 者 は 、 フ ォ ー ム（ 二 次 元 コ ー ド か ら ） か

（ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら ４ 時 ま
で 、 Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が （ 山口 市 中 河 原 町 ５ ） で 開 かれ る 。　

山 口 市 と ス ペ イ ン ・ パ
ン プ ロ ー ナ 市 は 、 １ ９ ８０ 年 に 姉 妹 都 市 縁 組 を 締結 。 そ の 後 さ ま ざ ま な 交流 事 業 が 行 わ れ て き た 。そ の 一 つ に 、

1 5周 年 記 念

事 業 で 同 市 に 造 ら れ た
「 山 口 公 園 」 が あ る 。 そ

し て 、 同 市 出 身 の 人 気 歌手 、 ア マ イ ア ・ ロ メ ロは 、 同 公 園 を 題 材 に し た

　 「 第

5 3回 市 民 コ ン サ ー

ト 」 が 、 あ す

1 5日 午 後 １

時 か ら 、 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 開 かれ る 。  〝 あ の 名 演 奏 を もう 一 度 〞 と 、 各 種 音 楽 コン ク ー ル で 優 秀 な 成 績 を収 め た 人 や 熱 心 に 音 楽 活動 を 続 け て い る 山 口 市 民を 招 い て 再 度 演 奏 し て もら う 、 毎 年 春 の 恒 例 イ ベン ト だ 。 入 場 無 料 。　
学 校 や 学 年 の 枠 を 超 え

て 、 こ の コ ン サ ー ト の ため だ け に 編 成 さ れ る 「 山口 ジ ュ ニ ア オ ー ケ ス トラ 」 は 、  「 行 進 曲 『 威 風堂 々 』 第 １ 番 」  （ Ｅ ・ エル ガ ー ） と 「 オ ペ ラ 『 イー ゴ リ 公 』 よ り 『 ダ ッ タン 人 の 踊 り 』  」  （ Ａ ・ ボ ロデ ィ ン ） を 演 奏 す る 。

専  用  フ ォ ー  ム

ら 申 し 込む 。 定 員は 先 着

8 0

人 。

山 口 市 と パ ン プ ロ ー ナ 市 の 絆 を 再 確 認

「  ア  マ  イ  ア ト ー  ク  」
2 9日

山 口 市 民 の  “ 名 演 奏 ”  を 再 演
第

5 3回 市 民 コ ン サ ー ト

あ す



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ３ 月 １ ４ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ２ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ４ ５ 件 、 死 者 数 １ 人 、 負 傷 者 数 ５ ２ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 １ １ 件 増 、 １ 人 増 、 １ ３ 人 増 だ っ た 。



2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ３ 月 １ ４ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


